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事業者用実態調査票

ドライバー用実態調査票
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事業者用実態調査票に基づく分析結果 ドライバー用実態調査票に基づく分析結果

平成27年９月実施したトラック協会アンケート結果
（回答：４４８／７５３事業者 回答率５９．７％ ）

保有車両台数 実態調査運行車両

実態調査ドライバーの年齢

※ 25社の保有車両総台数は、1,553台で、１社平均59.7台である。

※ 保有台数50台未満は6社であり、保有車両50台以上は19社(76%)である。

※ ドライバー用実態調査の100人の平均年齢は、42.3歳である。

※ 最年少は23歳、最高齢は63歳であり、40歳以上が73%を占めている。

事業者用実態調査は、鹿児島県内25社における平成27年７月分の実態について、

調査依頼して25社の回答を得たものである。このうち、１社は自社の２営業所分を

提出したので、実質26事業所の回答である。

ドライバー用実態調査は、鹿児島県内23社100ドライバーにおける平成27年９月

14日(月)から同年９月20日(日)までの７日間の実態について、調査依頼して回答を

得たものである。

ドライバーの運転免許区分 ドライバーの運転免許区分

[値]台2.9%

[値]台33.2% [値]台 59.4%

[値]台4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保有車両台数
普通（車両総重量5t未満） 中型（車両総重量5t以上11t未満）
大型（車両総重量11t以上） トラクター

[値]人
5.0%

[値]人
19.4%

[値]人
75.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転免許区分割合
普通 中型 大型

[値]人
8.8%

[値]人
32.8%

[値]人
58.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転免許区分割合
普通 中型 大型

※ 牽引は、大型免許の内数である。※ 牽引は、大型免許の内数である。
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ドライバー年齢・男女別
男性

女性

ドライバーの年齢・男女別

20歳未満

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳以上

448事業所のドライバー年齢別

ドライバーの年齢・男女別

※ 男性ドライバー1514人(99%)であり、女性ドライバー15人(1%)である。

※ 40歳以上のドライバーは70.4%を占めており、人材確保対策が急務である。

[値]社
39%

263社
61%

女性ドライバー採用する予定の有無

はい いいえ

※ 40歳以上のドライバーは、71.8%を占めており、人材確保、後継者育成が

トラック業界の重要課題である。

ドライバーの不足状況 ドライバーの不足状況

183社
42%

257社
58%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ドライバー不足の有無

不足している 不足していない

[値]社
88.5%

[値]社
3.8%

[値]社
7.7%

80% 85% 90% 95% 100%

ドライバーの過不足状況

不足している

不足していない

わからない・どちらと

もいえない

※ 牽引は、大型免許の内数である。
※ 牽引は、大型免許の内数である。
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ドライバーの労働時間

（事業者への質問内容）
平成２７年７月分の実績から、各労働時間の項目が「最も長い運転者」及び「平均的な運転者」について該当する

数値をそれぞれ記入してください。

なお、「その運転者の勤務体系を、下表の選択肢から選び、番号を記入してください。

※休息期間のみ、「最も短い運転者」の実態を記入して下さい。

ドライバー用トラック輸送状況実態調査票分析結果

運行日数及び休日取得

公益社団法人鹿児島県トラック協会の会員事業者25社、トラックドライバー７日間の輸送
実態調査を実施した。

※ １日の最長走行距離は1,101㎞であり、最短距離は35㎞であった。

※ １日の最長実車距離は1,090㎞であり、最短距離は0㎞（実車なし）であった。

拘束時間

※ 実態調査期間(７日間)のドライバー１人当たりの休日取得は、平均１日であった。

走行距離及び実車距離

[値]
社、
7.7%

[値]
社、
7.7% [値]社

84.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

最も長い運転者の１か月の拘束時間状況
293時間未満
293時間以上320時間未満
320時間以上

[値]
社、

11.5%

[値]社
88.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

最も長い運転者の１日の拘束時間状況

13時間未満 13時間以上16時間未満 16時間以上

[値]社
50%

[値]社
26.9%

[値]社
23.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平均的な運転者の１か月の拘束時間

293時間未満 293時間以上320時間未満 320時間以上

[値]社
42.3%

[値]社
38.5%

[値]社
19.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平均的な運転者の１日の拘束時間

13時間未満 13時間以上16時間未満 16時間以上

※ 最長時間は、拘束日６日で、拘束時間は130時間20分であった。

※ 拘束時間13時間以上は248回であり、全体の60.3%である。

163

56

16

41

44

91

13時間未満

13時間以上15時間未満

15時間以上16時間未満

16時間以上20時間未満

20時間以上30時間未満

30時間超

拘束時間の状況

[値]日83.3% [値]日16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行日数及び休日状況
日数 休日
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連続運転

※ １日運行の最長運転時間は、一般道路3時間、高速道路10時間40分の合計13時間40分で

あった。

※ ２日運行の最長運転時間は、一般道路11時間、高速道路19時間40分の合計30時間40分であり、

１日平均運転15時間15分であった。

運転時間

[値]社 11.5%[値]社11.5%

[値]社 3.8%

[値]社
15.4% [値]社 57.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

最も長い運転者の１日の運転時間

9時間未満 9時間以上10時間 10時間以上11時間未満
11時間以上12時間未満 12時間以上

運転時間

[値]社 11.5%

[値]社 88.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

最も長い運転者の１週間の運転時間
44時間未満 44時間以上

[値]社 61.5% [値]社 38.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

平均的な運転者の１週間の運転時間
44時間未満 44時間以上

[値]社73.1% [値]社11.5%

[値]社7.7% [値]社7.7%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平均的な運転者の１日の運転時間

9時間未満 9時間以上10時間 10時間以上11時間未満 11時間以上12時間未満 12時間以上

[値]回45% [値]回27.5% [値]回21.3%

[値]回、6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

連続運転状況

4時間超 5時間超 6時間超 7時間超

[値]回72.5%

[値]回12.7%

[値]回6.6%

[値]回3.4%

[値]回4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1日の運転時間状況
9時間未満 9時間以上10時間未満 10時間以上11時間未満

11時間以上12時間未満 12時間以上
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真荷主・元請荷主等真荷主・元請荷主等 発・着荷主全体

輸送品目～複数回答あり

[値]箇所
63.4%

[値]箇
所0.7%

[値]箇所
35.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

荷役料金の収受の有無
運賃に含んで収受している

運賃と別に実費収受

収受していない

[値]箇所
55.7%

[値]箇所
14.0%

[値]箇所
30.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高速道路利用料金の収受の有無
運賃に含んで収受 運賃と別に実費収受

収受していない

[値]箇所
37.7%

[値]箇所
48.6%

[値]箇所
13.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

発荷主・着荷主状況
発荷主 着荷主 発・着両方

[値]
（53.1%
）

[値]
（46.9%
）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

付帯作業の有無
付帯作業あり 付帯作業なし又は無回答

[値]箇
所60.2%

[値]箇
所

34.5%
[値]箇
所5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

荷主・元請との荷役書面化の有無
書面化している 口頭で依頼

事前連絡なし

[値]箇
所

56.8%

[値]箇
所

20.4%

[値]箇
所

22.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

時間指定の状況

時間指定あり 午前午後指定あり

時間指定なし

荷主との取引関係について、それぞれおおよその割合をご回答下さい。

複数の営業所をお持ちの場合は合わせて全体でご回答下さい。

複数回答があり、合計４，８１０件ある場合ない場合がある

無回答あり

無回答あり

事業者より高い割合

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰは書面化の有無について

知らずに回答したことが窺われる

事業者より高い割合

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰは収受の有無を知らずに

回答したことが窺われる

右欄は○%の割合の集計
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荷待ち時間

[値]社3.8%

[値]社3.8%

[値]社11.5% [値]社30.8% [値]社
15.4% [値]社34.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

最も長い運転者の１日の手待ち時間

なし 1時間未満 1時間以上2時間未満

2時間以上3時間未満 3時間以上4時間未満 4時間以上5時間未満

5時間以上

※ 手待ち時間の最長時間は、８時間であった。

[値]社7.7%
[値]社11.5%

[値]社30.8% [値]社42.4%

[値]社3.8%

[値]社3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平均的な運転者の１日の手待ち時間

なし 1時間未満 1時間以上2時間未満

2時間以上3時間未満 3時間以上4時間未満 4時間以上5時間未満

5時間以上

※ 手待ち時間の最長時間は、４時間であった。

荷待ち時間

[値]回48.7% [値]回28.3%
[値]回
13.4%

[値]回5.0%

[値]回3.4%

[値]回1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

荷待ち時間状況

１時間未満 1時間以上２時間未満

２時間以上３時間未満 ３時間以上４時間未満

４時間以上5時間未満 ５時間以上

※ 手待ち時間の最長時間は、６時間20分であった。
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手待ち時間が発生している荷主等

[値]回38.4% [値]回41.7%

[値]回15.7% [値]回3.1%

[値]回2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

荷役作業時間状況
１時間未満 1時間以上２時間未満 ２時間以上３時間未満

３時間以上４時間未満 ４時間以上5時間未満 ５時間以上

荷主企業に対して時間短縮（作業効率化）に協力依頼の有無

8
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21

13

18

20

9

7

0 5 10 15 20 25

荷役の機械化等による荷役時間の削減

発注時刻の厳守・前倒し

出荷時刻の厳守・後倒し

出荷時刻の厳守・前倒し

荷役作業の削減・解放

配達先への配達指定時刻の延長・柔軟化

配達先での手待ち時間の削減への口添え

物流施設の拡充・整備

商慣行の改善

荷主側に必要な対応

荷主側で必要と思われる対応

協力依頼したうち、荷主・元請と

もに半数は、協力を得られなかっ

たと回答している。



9

17

16

10

16
11

1

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

発荷主へのＰＲ

着荷主へのＰＲ

契約の書面化の徹底

適正運賃の収受

荷役作業の削減・解放に向けた規格の統一

特になし

トラック運送業界全体に必要な対応

10
13

4
13

17
1

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

関係行政間での連携強化

荷主団体へのＰＲ

契約の書面化の徹底

荷役作業の削減・解放に向けたパンフレット等規格の統一

協力のない荷主に対する指導・警告

特になし

行政等に必要な協力要請

トラック運送業界全体として必要と思われること

行政等への協力要請が必要と思われること

拘束時間が長い運行状況

指定時間、手待ち時間、荷役作業が影響している運行状況

福岡県倉庫発荷主

輸送品目加工食品

時間指定午前午後

書面化なし口頭

指定時間あり

早めの到着

鹿児島県物流発荷

主

輸送品目その他

時間指定午前午後

検品

商品仕分け

ピッキング等

荷役作業かかる

福岡県物流センター

着荷主

輸送品目加工食品

時間指定あり

書面化あり

福岡県配送センター

発荷主

輸送品目特積み貨物

時間指定あり

書面化あり

※ ６日間の運転時間は54時間30分であり、１日平均の運転時間は９時間である。

荷待ち時間の1日平均は３時間40分である。

※ １日平均の荷役作業時間は３時間40分である。

休憩時間の1日平均は４時間20分である。



改善基準告示（トラック運転者関係）の概要 
 自動車運転者の労働時間等の労働条件については、労働省告示である「自動車運転者の労働時間等

の改善のための基準」（略称「改善基準告示」）があります。日々の運行では、これを遵守することが

必要です。 

 改善基準告示等の概要は、以下のとおりです。 

平成 13 年 1 月 6 日施行 

項 目 改 善 基 準 告 示 等 の 概 要 

拘 束 時 間 

１カ月 293 時間 労使協定があるときは、1 年のうち 6 カ月までは、1 年間につ
いての拘束時間が 3,516 時間を超えない範囲において 320 時
間まで延長可 

１日 原則 13 時間 
   最大 16 時間（15 時間超えは１週２回以内） 

休 息 期 間 
継続８時間以上 

運転者の住所地での休息期間が、それ以外の場所での休息期間より長くなるよ
う努めること。 

拘

束

時

間

・

休

息

期

間

の

特

例 

休息期間の特例 業務の必要上やむを得ない場合に限り、当分の間１回４時間以上の分割休息で合計
10 時間以上でも可（一定期間における全勤務回数の 1／2 が限度）。 

２人乗務の特例 

１日 20 時間以内 
同時に 1 台の自動車に２人以上乗務（ベッド付（ただし、車両に身体を伸ばし
て休息することができる設備がある場合に限る。））の場合、最大拘束時間は１
日 20 時間まで延長でき、休息期間は 4 時間まで短縮できる。 

隔日勤務の特例 

２暦日 21 時間以内（拘束時間） 
２週間で３回までは 24 時間が可能（夜間４時間以上の仮眠が必要）。 
ただし、２週間で総拘束時間は 126 時間まで。 
勤務終了後、継続 20 時間以上の休息期間が必要。 

フェリーに乗船

する場合の特例 

乗船中の２時間は拘束時間として取り扱い、それ以外は休息期間。減算後の休息期
間は、フェリー下船から勤務終了時までの 1／2 を下回ってはならない。 
※ただし、トラック運転者に限っては、フェリー乗船時間は原則としてすべて休息
期間として取り扱う──平成 27 年９月 1 日改正 

運 転 時 間 ２日平均で１日当たり９時間以内 
２週平均で１週間当たり 44 時間以内 

連 続 運 転 時 間 ４時間以内（運転の中断には、1 回連続 10 分以上、かつ、合計 30 分以上の運転
離脱が必要） 

時 間 外 労 働 改善基準告示の範囲内で１日、２週間、１カ月以上３カ月以内、１年の上限時間を
労使協定で締結。 

休 日 労 働 ２週間に１回以内、かつ、１カ月の拘束時間及び最大拘束時間の範囲内。 

労働時間の取り扱い 労働時間は拘束時間から休憩時間（仮眠時間を含む）を差し引いたもの。事業場以
外の休憩時間は仮眠時間を除き３時間以内。 

休 日 の 取 り 扱 い 休日は休息期間に 24 時間を加算した時間。 
いかなる場合であっても 30 時間を下回ってはならない。 

適 用 除 外 緊急輸送・危険物輸送等の業務については厚生労働省労働基準局長の定めにより適
用除外。 

 


